
第１学年 算数科学習指導案 
                            活動日    平成 1４年２月１６日  

                            授業者    松本 則子 

                            活動場所   １年４組 教室（校舎１階西）  

 

１．単 元 名 「おおきなかず」 （全１５時間） 

 

２．単元について 

本単元では，１００までの数を，１０がいくつと，あといくつというように，構造的な捉え方ができること，

１００までの数を位取り記数法を使って書いたり読んだりできること，また，１０進位取り記数法に基づいて，

くり上がり，くり下がりのない２位数までの加法，減法の計算ができることがねらいとなっている。 

  児童は，２０までの数の加法，減法の計算を，おはじきやブロックなどを使って考えたり，計算力を定着さ

せるためにコンピュータを使って繰り返し練習したりしてきた。 

  そこで，本単元での学習では，１０のかたまりとばらを意識してブロックなどを操作しながら計算の仕方を

考え，計算できるようにしたい。そのために，個人追求の場や，全体交流の場では，ブロックなどで十分操作

させることを通して数概念を養いたい。前時の復習やまとめで，１０のかたまりとばらに着目できるようにプ

ロジェクターでブロック操作を提示しながら，計算の仕方を確認し，計算力の定着を図っていきたい。 

 

３．願う子どもの姿 

１００までの数（簡単な３位数を含む）を数えたり，読んだり，書いたりすることができる。 

くり上がりや，くり下がりのない２位数までの加法，減法を数のしくみ（１０進位取り記数法）に基づいて計

算することができる。 

  

４．研究内容との関わり 

○研究内容Ⅰに関わって (基礎・基本を確立するための，情報教育カリキュラムにのっとった単元指導計画の在り方) 

前時の復習や，まとめにブロックなどの操作を段階的に示すことにより，１０のかたまりとばらを意識させ，

計算の仕方を確認し，計算の仕方を定着させるようにする。 

○研究内容Ⅱに関わって (基礎・基本の力をつける学習活動の在り方) 

 半具体物を全員の児童が操作することで，計算の仕方について一人一人が考えを持つ場を確保する。 

○研究内容Ⅲに関わって (基礎・基本の定着を図る自己評価の在り方) 

ブロックを操作するときに口でつぶやきながら言わせたり，友達がブロックを操作するのに合わせて復唱さ

せたりすることで，計算の仕方の理解を図る。 

 

５．単元指導計画 

 ね  ら  い 主 な 学 習 活 動 自ら学ぶ姿の育成 

第

一
次 

１

↓
６ 

・２位数の構成，その読み方，

書き方を理解し，いろいろ
なものを数え，数字で表す

ことができる。 
・１００の構成，読み方，書

き方を理解し，用いることが

できる。 

・具体物の個数を１０のまとまりをつくって数え，数字を用

いて表す。 
・位取りの板を活用して空位のある２位数を，数字を用 

 いて表す。 
・指示された数（１００未満）だけ，正しく数える。 

・１００という数の構成や大きさを多面的な見方をする。 

・数表を使って，１００までの数の並び方を調べ，その特徴
（順列・順序）をつかむ。 

 

絵・ブロック・位取り表・数

表など様々なものを用いて，
２位数の構成や，読み方，書

き方を理解する。 
 

第

二
次 

７

・
８

・

９ 

・１００より大きい数の構成，

読み方，書き方を理解し，
用いることができる。 

・２位数(簡単な３位数を含

む)の系列順序を理解し，大
小を比較することができる。 

・１００より大きい数を（簡単な３位数）を１００とあといくつと

いう見方をして，数字を用いて表す。 
・数表を使って１００より大きい数の並び方を調べ， 

・１００までの数と同じ規則になっていることに気づく。 

・数直線を見て，数の大小，順序系列などを調べることが
できる。 

１００より大きな数を数表や

数直線などを活用して特徴に
気づく。 

第

三

次 

10

・ 

11
本

時
↓

15 

・何十と何十の加法，減法の

計算原理を理解し，計算す

ることができる。 
・何十と何十の，何十何と 1

位数の加法（繰り上がりな
し）の計算の原理を理解し，

計算することができる。 

･１０を単位にして何十と何十の加法と減法の計算の仕方

を考え計算する。 

･何十何と何十の加法の計算方法を考えて計算する。 
・何十何と１位数の加法の計算方法を考えて計算する。 

・何十何と何十の減法の計算方法を考えて計算する。 
・何十何と何十何の減法の計算の方法を考えて計算す

る。 

前時の計算方法をもとにして

今日の問題との違いに気づ

き，課題を理解する。 

ブロック操作を自分で行い，

一人一人が計算方法を考え
る。 



６．本時の目標（１２／１５） 

  ３２＋７のような加法の計算は，１０のかたまりとばらに分けて操作するとよいことに気づき，正しく計算す

ることができる。 

 

７．本時の評価規準 

数学的な考え方 

 

表現・処理 

１０や１などの単位（十の位や一の位）に着目して，加法，減法の計算に慣れ親しむ。 

 

何十何と１位数の加法（くり上がりなし）の計算ができる。 

 

８．本時の展開 

段

階 
学    習    活    動 

研究に関わって 

◇資料 ○評価 →支援 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ま

と

め

る 

 

１．前時までの計算問題の練習をする。 

 ５０＋３０，４０＋２０，８０＋２０，３４＋２０，１９＋８０ 

２．問題を読む。 

おりがみを３２まいもっていました。ともだちから７まい 

もらいました。ぜんぶでなんまいになったでしょう。   

・立式する。 

３．課題を確認する。 

３２＋７の計算の仕方を考えよう 

４．課題を追求する。 

・ 前時のたし算とのちがいを見つける。 

・ ブロックや，まる図を使って計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．計算の仕方をまとめる。 

３２＋７の計算は、，十の位をそのままに

し、， 

一の位の２＋７の計算だけすればよい。 

６．練習問題を解く。 

  ４６＋２，６１＋７，３５＋３，８３＋４，６＋５１，７＋６２ 

 

◇プロジェクタで前時まで

の計算の仕方を確認する。 

 

 

○正しく立式できたか。 

→たしざんの場面であるこ

とを押さえる。 

 

 

 

◇ 位取り板，ブロック，まる図 

 

 

○１０のかたまり，ばらに着

目して操作できているか。 

 

 

 

 

 

 

→友達のやり方を唱えなが

ら，半具体物を操作させ

る。 

 

 

◇プロジェクタで計算の仕

方を確認する。 

 

 

十のくらい 一のくらい 

⑩⑩⑩ ①① 

 ①①①①① 
①① 

 

十のくらい 一のくらい 


